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“現場志向“で水産業をスマート化



水産業を取り巻く環境
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水産業を取り巻く環境

世界の漁業・養殖業生産量の推移日本の漁業・養殖業生産量の推移
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日本の水産業はマイナス成長、世界の水産業は成長産業
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水産庁 「数字で理解する水産業」 水産白書令和元年版より
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水産業を取り巻く環境

ピーク時の約１/３

生産量の低下

年間1万人の減少

後継者問題

海水温上昇による
赤潮、磯焼けなど

漁場の変化

スマート水産業の推進が不可欠

日本の水産業を取り巻く環境は、多くの課題を抱えている
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➢SDGs

➢タンパク質クライシス

➢改正漁業法

社会トレンド



水産業での取組み
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ドコモの中期戦略

「地方創生」を主要な取り組みとして推進

社会課題解決
地方創生
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きっかけは東日本大震災の復興支援

漁師と一緒につくった「ICTブイ」

これまでの

経験と勘が通用しなくなった。

ドコモの電波はつながるので、

スマホで海の状態を
簡単にみれる仕組みを

つくれないか？
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ICTブイ：システム構成

センサー(ICTブイ)

ICTブイ Ⅰ型
ICTブイ Ⅱ型

(浅海用)

クラウド

アプリ

ウミミル

水温 塩分
クロロ
フィル

溶存
酸素

据え置き型 陸上養殖型ICTブイ Ⅲ型

流向
流速

pH
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ICTブイ

重さ ---- 26㎏
浮力 ---- 17㎏

Ⅰ型

横 正面

Ⅱ型

重さ ---- 50㎏
浮力 ---- 30㎏

※設置写真

重さ ---- 30㎏

Ⅲ型 据え置き型
(BOXタイプ)

重さ ---- 130㎏
浮力 ----250㎏

LPWA型
（陸上養殖）の特長

★給餌養殖（海上）におすすめ ★陸上養殖におすすめ



パートナー協創
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オープンイノベーションでサステナブルな水産業へ
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ICTを活用したスマート養殖

和歌山串本のサバ養殖生け簀

超音波による生育モニタリング

水中カメラ

海洋観測
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ICTを活用したスマート養殖：超音波による生育モニタリング
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＜参考＞生簀モニタリングにおける超音波の優位性
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ICTを活用したスマート養殖：養殖管理クラウド
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リージョナルフィッシュとの業務提携
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■自動計測

・水温
・塩分
・溶存酸素濃度
・pH
・アンモニア

■手動計測

・亜硝酸
・硝酸

リージョナルフィッシュとの業務提携
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【生産各国のバナメイエビ養殖の課題】

・養殖場を作るためのマングローブの伐採

・養殖に使用する大量の淡水を地下からポンプで汲み上げることによる、水位の低下や飲料水の塩水化

・エビ養殖の際に与えた餌の食べ残しによる水質汚染

・餌に含まれる塩分による土壌の塩害や生態系への影響が懸念

・エビの疾病による大量死

・養殖場で働く方々の劣悪な労働環境による人権侵害 等

新しいテクノロジーによる環境負荷の少ない「陸上養殖」技術を
生産各国へ移転することをめざす！

リージョナルフィッシュとの業務提携



養殖現場でのROV活用事例
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https://businessnetwork.jp/tabid/65/artid/8045/page/1/Default.aspx

総務省「地域課題解決型ローカル5G等の実現に向けた開発実証」

ローカル5Gと水中ドローンで海中を可視化！
カキ養殖の生産性向上へ実証実験

養殖現場でのROV活用
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養殖現場でのROV活用
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国土交通省「海の次世代モビリティの利活用に関する実証事業」

真珠養殖業におけるROVを活用した
海洋環境調査の有効性実証

養殖現場でのROV活用



© NTT Communications Corporation 23

養殖現場でのROV活用
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斃死魚の回収

養殖網の汚れ確認・清掃

底質把握

魚の状態把握

負担軽減、コスト削減、生簀内可視化による生産性向上
期
待

ROVで代替することでダイバーが潜っている作業を

養殖網の汚れ確認・清掃

斃死魚の回収 底質把握

魚の状態把握

養殖現場でのROV活用
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養殖現場でのROV活用（カンパチ養殖）




